
 

田布施農業高校 （『田布施農高３０年史』より） 

県立農業学校の新設 
 

昭和に入っても県内の実業学校は数少なく、農業学校についても小郡と日置の２か所に

あるのみであった。昭和８（1933）年、熊毛郡や玖珂郡、豊浦郡で農業学校設置運動がお

こった。時を同じくして、県立水産学校を下関に建設

する計画も持ち上がり、県は教育調査会を設け諮問

した。これに対し、教育調査会は水産学校１校、農業

学校２校の新設を答申した。 
農業学校は県下の位置的なバランスや交通などを

考慮して、周防部は熊毛郡の田布施町、長門部は厚

狭郡に新設する案が挙がった。しかし県の財政難の

ため、設立にかかる経費は、地元の寄附に依らざる

を得ない状況であった。厚狭の方は厚狭・小野田で

の候補地争いのため郡内の協調が得られず、農業

学校の設置はかなわなかった。 
一方、熊毛の方は、県立学校がないこともあり、田

布施町を中心に県立農業学校の設立に向けて意欲

的に活動した。地元負担金１０万円余を用意し、県に

農業学校の設置を陳情した結果、田布施に県立の農

業学校が新設されることが決まった。 
 

田布施農業学校 
 

昭和１０年４月、農村振興を使命とし、農村教育の刷新を目指して田布施農業学校が開

校した。時勢の影響もあり、教育方針には、「郷土農業の改善と農村文化進展のために第

一線に立ちて活躍する国士的農民の養成」とうたわれているように、能力と実行力のある

人物を養成することに重点が置かれた。 
校長には、鹿児島県立伊佐農

林学校から三好吉重を、教頭には

湯田実を招き、地方の農業を振興

するため独特の教育を展開した。

農業科は授業と実習が一本化し

た実践農学課程で、教科書は使

わず、実習の班は学年の枠を越

え編成した。また、家庭学習では

全校生の家庭を巡回指導した。 
 

開校を伝える新聞記事 

（「防長新聞」昭和１０年１月８日） 
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